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満
70
歳
以
上
の
都
民
を
対
象
と
し

た
、
都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電

と
、
小
田
急
バ
ス
、
京
王
バ
ス
な
ど

の
都
内
民
営
バ
ス
が
利
用
で
き
る
東

京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
交
付
を
行
い

ま
す
。
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
発
行

日
か
ら
平
成
17
年
９
月
30
日
ま
で
で

す
。※

寝
た
き
り
状
態
の
方
は
対
象
外

で
す
。

◆
申
込
資
格

満
70
歳
以
上
の
都
民

の
方
（
申
し
込
み
は
満
70
歳
に
な
る

月
の
初
日
か
ら
で
き
ま
す
）。

◆
申
込
方
法

左
記
の
費
用
と
書
類

を
持
参
し
、
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

交
付
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類
な
ど

◇
①
市
民
税
が
非
課
税
の
方

費

用
１
千
円
、
現
住
所
・
氏
名
・
年
齢

が
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）、
住
民
税
非
課
税
証

明
書

◇
②
市
民
税
が
課
税
の
方

費
用

２
万
510
円
（
た
だ
し
、
４
月
１
日
〜

９
月
30
日
に
購
入
す
る
場
合
は
、
１

万
255
円
）、
現
住
所
・
氏
名
・
年
齢

が
確
認
で
き
る
も
の
。

e

小
田
急
バ
ス
武
蔵
境
営
業
所
1

31
―
６
１
９
１
・
社
団
法
人
東
京
バ

ス
協
会
1
03
―
５
３
０
８
―
６
９
５

０
※
パ
ス
を
紛
失
さ
れ
た
り
、
不
要

と
な
っ
た
場
合
も
こ
ち
ら
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
ご
案
内

シルバーパス交付窓口
交　付　窓　口 住　　　所

小田急バス武蔵境営業所 武蔵野市境南町５－１－18
小田急バス吉祥寺営業所 武蔵野市吉祥寺南町３－１－６
小田急バス三鷹案内所 三鷹市下連雀３－307－２（JR三鷹駅南口）
小田急バス吉祥寺南口案内所 武蔵野市吉祥寺南町１－３－３
小田急バス吉祥寺北口案内所 武蔵野市吉祥寺南町１－１－24
小田急バス武蔵境駅南口案内所 武蔵野市境南町２－１
小田急バス仙川案内所 調布市仙川２－19－５

三
鷹
短
歌
会
８
月
の
秀
歌

（
選
と
評
）
金
田
　
義
直

多
種
機
能
も
て
る
パ
ソ
コ
ン
願
は
く
ば
黄

泉
の
父
母
に
も
メ
ー
ル
を
送
れ小

野
五
代
子

﹇
評
﹈
発
想
が
ユ
ニ
ー
ク
。「
そ
う
な
れ

ば
い
い
な
あ
」
と
同
感
さ
れ
る
向
き
も

多
か
ろ
う
。
面
白
い
歌
だ
。

豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ
聞
こ
え
ゐ
て
空か

ら

梅
雨
の

む
し
暑
き
日
の
暮
れ
な
む
と
す
る横尾

え
り
子

﹇
評
﹈
マ
イ
ク
を
使
っ
て
の
物
売
り
の
声

と
違
っ
て
豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ
に
涼
し
さ

を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
宵
は
冷
奴

か
。

今
朝
咲
き
し
朝
顔
眺
め
夫
と
吾
変
は
ら
ぬ

日
々
に
会
話
の
弾
む
　

大
平
　
牧
子

﹇
評
﹈
変
は
ら
ぬ
日
々
の
生
活
の
中
で
、

朝
顔
の
開
花
が
刺
激
材
と
な
っ
て
会
話

が
弾
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
平
凡
な
幸
せ
が

伝
わ
っ
て
来
る
。

暑
き
日
は
暑
さ
で
ゆ
か
む
夕
飯
の
お
で
ん

は
熱
く
熱
く
煮
る
が
よ
し

松
村
美
恵
子

﹇
評
﹈
暑
い
時
に
熱
い
も
の
を
食
べ
る
と
、

後
で
涼
や
か
な
気
分
に
な
る
か
ら
不
思

議
だ
。「
熱
く
熱
く
煮
る
が
よ
し
」
が

利
い
て
い
る
。

百
日
紅
真
白
な
花
の
あ
ふ
れ
咲
き
風
立
ち

く
れ
ば
波
打
つ
ご
と
し

棚
木
　
玲
子

﹇
評
﹈
炎
天
下
に
咲
く
百
日
紅
の
白
花
に

涼
し
さ
を
感
じ
た
の
だ
。
見
た
ま
ま
を

詠
っ
て
い
る
が
「
波
打
つ
ご
と
し
」
は

や
や
安
易
。

百
日
紅
の
さ
か
り
の
下
を
選
り
ゆ
け
ば
そ

の
花
ひ
と
つ
肩
に
零ふ

り
く
る

坂
本
　
信
子

﹇
評
﹈
散
策
時
の
一
齣
な
の
だ
ろ
う
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
気
分
を
う
ま
く
ま
と
め

て
い
る
。

栃
木
産
と
書
か
れ
し
箱
の
開
か
れ
て
ド
サ

ッ
と
積
ま
る
る
胡
瓜
み
づ
み
づ
し神宝

満
智
子

﹇
評
﹈
ス
ー
パ
ー
で
の
嘱
目
か
。「
栃
木

産
」
が
利
い
て
い
る
。「
ド
サ
ッ
と
」

も
量
感
を
如
実
に
感
じ
さ
せ
て
よ
い
。

岡
山
よ
り
来
し
マ
ス
カ
ッ
ト
香
り
高
く
そ

の
地
の
澄
め
る
陽
の
色
を
思
ふ八

島
　
靖
男

﹇
評
﹈
岡
山
は
作
者
に
と
っ
て
ゆ
か
り
の

地
な
の
だ
ろ
う
。
四
、
五
句
や
や
ご
た

つ
き
気
味
だ
が
気
持
ち
は
出
て
い
る
。

三
鷹
俳
句
会
９
月
の
秀
句

【
選
者
】
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

土
拭
い
て
釣
銭
く
れ
る
い
も
畑清

水
ゆ
き
え

山
の
宿
ひ
と
間
ひ
と
間
に
盆
の
月南

　
み
ち

自
然
薯
の
貫
く
関
東
ロ
ー
ム
層大

久
保
英
一

法
師
蝉
拳
か
ら
溢
れ
る
不
整
脈伊

藤
　
紫
春

一
と
塊く

れ

の
土
も
無
き
街
と
ん
ぼ
来
る

田
中
　
淑
子

生
ご
み
を
土
に
返
し
て
天
高
し

牧
　
文
子

秋
遍
路
杖
よ
り
こ
ぼ
る
今
日
の
土

寺
田
　
絢
子

鰯
雲
多
摩
の
土
つ
け
下
山
す
る大

和
谷
慈
子

秋
晴
や
磨
き
あ
げ
た
る
消
防
車

高
見
　
勝

蜩
に
押
さ
れ
て
上
が
る
鉄
砲
坂須

田
由
美
子

土
詰
め
る
涙
の
日
焼
け
甲
子
園三

矢
　
恵
啓

つ
ひ
の
日
の
い
つ
か
は
知
ら
ず
秋
の
蝉

赤
木
　
き
よ

土
の
香
を
包
み
在
所
の
牛
蒡
着
く小木

曽
貞
子

愚
痴
多
き
友
送
り
出
し
星
月
夜浅

沼
仁
美
子

秋
の
雲
授
か
り
し
も
の
失
せ
し
も
の

拝
司
　
園
子

土
塊く

れ

を
ど
け
て

ひ
で
り

田
水
走
る

寺
岡
美
由
喜

盛
り
土
の
御
陵
囲
む
や
花
芒

根
岸
　
敏
三

少
年
の
頬
の
白
さ
や
秋
祭
り

佐
野
み
さ
を

赤
土
に
球
の
無
患
子

む

く

ろ

じ

寄
り
添
へ
り田山

　
光
起

一
握
の
土
球
児
ら
の
夏
終
る

岡
田
幸
子

10
月
の
三
鷹
俳
句
会

10
月
10
日
a
午
後
１
時
よ
り
三
鷹

駅
前
地
区
公
会
堂
で
。
兼
題
は
水
一

切
・
当
季
雑
詠
。
出
句
３
句
。
資
料

代
１
千
円
。

く
わ
し
く
は
大
和
谷

や
ま
と
だ
に

宅
1
46
―
９

８
２
０

ま
ち
の
再
生
と
活
性
化
を
目
指
し

て
で
き
た
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に

よ
り
全
国
に
生
ま
れ
た
「
ま
ち
づ
く

り
機
関
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）」、
三
鷹
市
で
は

平
成
11
年
に
1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
５
周
年
を
記
念

し
て
、
三
鷹
市
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
事
例
と

と
も
に
、
全
国
各
地
で
の
取
り
組
み

か
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略

を
探
り
ま
す
。

▽
10
月
13
日
d
午
後
１
時
30
分
〜
８

時
＝
三
鷹
市
の
基
調
報
告
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
交
流
会
。
14
日
e
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
＝
分
科
会
（
要
予

約
）。
い
ず
れ
も
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

く
わ
し
く
は
、
1
ま
ち
づ
く
り
三

鷹
1
40
―
９
６
６
９
へ
。

〜
市
民
の
み
な
さ
ん
と
目
指
す
地

域
ケ
ア
日
本
一
〜

市
が
進
め
て
い
る
「
地
域
ケ
ア
」

推
進
の
モ
デ
ル
事
業
が
、
井
の
頭
地

区
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
市

が
協
働
・
連
携
し
て
、
高
齢
者
や
子

育
て
中
の
家
族
、
障
害
者
な
ど
が
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

な
支
援
シ
ス
テ
ム
・
体
制
つ
く
り
を

目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
度
、
す
で
に
賛
同
を
い
た
だ

い
た
団
体
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
事

業
の
中
核
と
な
る
組
織
「
地
域
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
井
の
頭
」
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
設
立
総
会
に
先
立
ち
、
清
原

三
鷹
市
長
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▽
10
月
15
日
f
午
後
７
時
か
ら
、
井

の
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
本
館
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６
２
５

全
国
各
地
で
の
取
り
組
み

か
ら
中
心
市
街
地
活
性
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

三
鷹
市
・
1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
主

催
。

１０
月
１６
日
（土）

み
た
か
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

市
役
所
中
庭
で

毎
回
、
見
つ
か
る
掘
り
出
し
物
！

日
曜
雑
貨
・
衣
類
な
ど
を
中
心
に
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
陶
器
・
子
ど
も
の

お
も
ち
ゃ
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
ご

近
所
・
お
友
達
を
お
誘
い
の
う
え
、

楽
し
い
お
買
い
も
の
を
、
納
得
の
い

く
ま
で
ど
う
ぞ
。

▽
10
月
16
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
30
分
（
小
雨
の
場
合
は
、
17
日
a

に
順
延
。
17
日
も
雨
の
場
合
は
中
止
。

両
日
と
も
午
前
７
時
に
決
定
し
ま

す
）、
市
役
所
中
庭
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
出
店
者
の
募
集
は
終
了
し
て
い

ま
す
。

e

消
費
生
活
係
1
内
線
２
５
４
５

１０
月
２３
日
（土）

三
鷹
市
農
業
公
園

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

市
民
の
み
な
さ
ん
が
農
業
に
つ
い

て
学
び
、
体
験
し
、
交
流
で
き
る
場

と
し
て
４
月
に
農
業
公
園
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
緑
化
セ
ン
タ
ー
を
農
業

公
園
内
へ
移
設
す
る
た
め
の
工
事
も

終
了
し
、
現
在
は
、
緑
化
を
推
進
す

都
市
農
業
と
出
会
う
楽
し
い
２
日

間
。

◆
第
一
体
育
館
・
体
育
館
前

農
産

物
品
評
会
・
家
庭
菜
園
品
評
会
、
模

擬
店
、
趣
味
の
作
品
展
、
演
芸
大
会

（
６
日
）、
鶏
卵
・
蜂
蜜
の
販
売

◆
市
役
所
中
庭
・
公
会
堂
前

花
卉

庭
園
樹
品
評
会
・
即
売
会
、
Ｊ
Ａ
エ

ー
コ
ー
プ
コ
ー
ナ
ー
、

花
・
植
木
・
野
菜
の

即
売
、
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
ワ
イ
ン
と
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
、
ギ
ン

ナ
ン
の
販
売
、
野
菜

宝
船
、
宝
分
け
（
チ

ャ
リ
チ
ィ
ー
募
金

も
）、
防
災
コ
ー
ナ
ー

（
６
日
）

◆
第
一
体
育
館
東
側

消
防
は
し
ご
車
体
験

（
６
日
）

◆
市
役
所
南
側
　
ふ

れ
あ
い
広
場
（
フ
ア

フ
ア
ほ
か
）

e

Ｊ
Ａ
東
京
む
さ

し
三
鷹
支
店
指
導
課

1
46
―
２
１
５
２
・

三
鷹
市
生
活
経
済
課

1
内
線
３
０
６
３

る
た
め
の
緑
の
提
供
や
、地
場
産
野
菜

の
販
売
な
ど
、
総
合
的
な
運
用
開
始

に
む
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

10
月
23
日
g
に
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
お
り
、
式
典
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
広
報
み
た
か
10
月
17
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

e

生
活
経
済
課
都
市
農
業
係
1
内

線
３
０
６
３

牟
礼
の
里
公
園
秋
ま
つ
り

地
元
の
関
係
団
体
な
ど
で
組
織
さ

れ
た
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
。

▽
10
月
17
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
１

時
、
牟
礼
の
里
公
園
（
牟
礼
３
―
７

―
７
）
で
。
牟
礼
囃
子
や
和
太
鼓
の

演
奏
、
焼
き
鳥
、
焼
き
だ
ん
ご
、
野

菜
の
即
売
な
ど
の
模
擬
店
、
豪
華
景

品
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
1
40
―
９

６
６
９第

16
回
い
ち
ょ
う
苑
ま
つ
り

今
年
の
お
ま
つ
り
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
”い
ち
ょ
う
苑
み
ん
な
の
笑

顔
に
金
メ
ダ
ル
“
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
企
画
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
10
月
10
日
a
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分
、
い
ち
ょ
う
苑
で
。
模

擬
店
、
活
動
紹
介
（
展
示
・
実
演
）、

作
品
販
売
な
ど
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

や
ち
ん
ど
ん
や
さ
ん
の
登
場
も
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

同
苑
1
44
―
１
６
２
６

産
業
プ
ラ
ザ
で
富
山
県
高
岡

地
域
観
光
・
物
産
ま
つ
り

人
口
規
模
が
三
鷹
市
と
ほ
ぼ
同
じ

富
山
県
高
岡
市
。
中
心
市
街
地
活
性

化
法
に
よ
る
商
業
振
興
な
ど
、
三
鷹

市
と
共
通
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。
連
携
し
て
活
性
化
の
チ
ャ
ン

ス
を
作
り
出
そ
う
と
、
高
岡
地
域
の

観
光
・
物
産
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
10
月
９
日
g
、
10
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
（
10
日
は
４
時
ま
で
）、

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
。
高
岡
銅
器
、

漆
器
な
ど
伝
統
工
芸
品
や
民
芸
品
、

ま
す
の
寿
司
や
地
酒
な
ど
富
山
県
の

味
、
名
産
品
の
展
示
販
売
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

7
高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ

ー
1
０
７
６
６
―
25
―
８
２
８
３
・

1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
1
40
―
９
６
６

９

第
2
回
市
民
憲
法
講
座

「
子
ど
も
の
権
利
条
約

日
本
の
批
准
か
ら
１０
年

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
と
条
約
の
理
念

三
鷹
市
・
憲
法
を
記
念
す
る
三
鷹

市
民
の
会
共
催
。

市
で
は
、
憲
法
・
人
権
・
平
和
・

国
際
な
ど
の
分
野
で
、
日
常
生
活
の

中
の
身
近
な
課
題
に
焦
点
を
当
て
た

市
民
憲
法
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

を
、
そ
の
理
念
に
立
ち
返
っ
て
考
え
、

今
の
社
会
情
勢
と
子
ど
も
が
置
か
れ

て
い
る
環
境
の
変
化
を
考
え
ま
す
。

▽
10
月
27
日
d
午
後
７
時
〜
９
時
、

三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
で
。
講
師
は
早
稲
田
大

学
文
学
部
教
授
の
喜
多
明
人
さ
ん
。

手
話
通
訳
有
り
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・
国

際
化
推
進
係
1
内
線
２
１
１
５

介
護
よ
ろ
ず
相
談
会

「
介
護
保
険
制
度
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
」、「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外

の
サ
ー
ビ
ス
は
使
え
る
の
？
」
な
ど
、

介
護
に
関
す
る
相
談
な
ら
な
ん
で
も

結
構
で
す
。
み
な
さ
ん
の
疑
問
を
相

談
く
だ
さ
い
。
対
象
は
市
民
の
方
。

▽
①
10
月
８
日
f
、
山
中
地
区
公
会

堂
（
上
連
雀
８
―
21
―
14
）、
②
11

月
９
日
c
、
上
連
雀
地
区
公
会
堂

（
上
連
雀
７
―
８
―
35
）
で
。
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

三
鷹
市
立
福
祉
会
館
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
1
79
―
３
５
０
５

井
の
頭
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

「
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
井
の
頭
」設
立
記
念
講
演
会

１１
月
6
日
（土）
・
7
日
（日）

第
４４
回
三
鷹
市
農
業
祭


